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家    屋  2100

杉 本 尚 次*

1.屋 根型

2・ 家屋床面(高 床と平土間)

3,平 面型(方 形プランと円形 ・楕円形

  プ ラ ン)

4.付 属 建 物

5. ロ ン グハ ウ ス(2117)

 家屋 で は,(1)屋 根 型(2103～2106),(2)床 面(代 上 あ る い は高 床家 屋 と平 土 間

家 屋),(3)平 面 型(方 形 プ ラ ンと 円形,楕 円 形 プ ラ ン),(4)付 属 建 物'(2111～2115),

(5)ロ ングハ ウス(2117)を と りあ げ る。 な お,風 よ け(2101),半 球 状 小屋(2102),

樹 上 家 屋(2116)は 事 例 が 僅少 の た め,解 説 は 省 略 した。

 1.屋  根  型

 東 南 ア ジァ,オ セア ニ ア地 域 の 屋 根 型 で,最 もひ ろ く分 布 す る屋 根 型 は切 妻 で あ る。

しか し,切 妻 に は複 合型 と 考 え られ る もの が 多 く,ほ ぼ5タ イ プ に分 類 され て い る

[藤 島 1952:147-148]。 切 妻(2103)で は,と くに 棟 が ゆ るやか に上 方 へ 反 り上

った鞍 形 屋 根 と もい え る屋 根 型 が 注 目され る。 イ ン ドネ シア,ス マ トラ 島 のToba

Batak, Acheh, Minangkabauな ど 事 例 が 多 く,特 に ス ラウ ェ シ島 のSouthern

Toradjaの 主 屋 およ び米 倉 の 屋根 は,棟 が高 く美 し く反 り上 り,破 風 が 前 に 転 ん だ優

美 な形 態 で 知 られ,こ れを 支 え る棟 持 柱 を もつ もの が あ る。 この よ うな形 式 は,民 族

の ア イ デ ンテ ィテ ィを強 調 す る象 徴 的 な意 味 を 持 ち,近 年,よ り高 く美 し くす る傾 向

が あ る とい う[吉 田 1982:20-31]。

 入母 屋(2104)は イ ン ド シナ半 島北 部 か ら 中国 西 南部 な どに 散 在 して い る。 多 くは

破 風 の 小 さい もの であ る。 お そ ら く屋 根 の 上 端 に 換気 や煙 出 しの 開 口 を と る こ とか ら,

寄 棟 か ら入母 屋 に変 化 した 例 が多 い よ うで あ る。寄 棟(2105)も 事 例 は少 な い 。 円錐

屋根(2106)は 僅 少 で,ニ コバ ル,エ ンガ ノ,ス ンバ な ど東 南 ア ジア 外縁 部 の 島瞑 お
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よびニューカレドニァとその周辺の島々に多 くみられ,円 形プラン住居と対応するも

のが多い。サラワクの 】Land Dayakの 場合,儀 礼堂の屋根にみられる。

 屋根の構造は,サ ス(合 掌),和 小屋,中 柱,そ の混合型など多様である。 近年,太

田邦夫 ら東洋大学建築学科を中心としたグループによる調査によって屋根構造をはじ

め住居の建築構造の詳細 が 明らかにされつつある。 とくに建築構造に関しては工学

的システムにおよぶだけに,既 存の民族誌的 な報告は利用しにくいと批判的である

[太田 1984:165-190]。

2.家 屋床面(高 床 と平土間)

 代 上(高 床)家 屋 は床 面 が地 上 か ら離 れ て い る もの で,脚 柱 自体 が軒 桁 まで 達 して

い る もの と,脚 柱(杭)と 床 上 とは別 の 構 造 に な って い る もの に大 別 で きる。

 代 上(高 床)家 屋(2107)は,中 国西 南 部,イ ン ドシ ナ半 島(ベ トナ ム民 族 お よび

山地 民 族 の 一 部 を除 く),イ ン ドネ シァ(ジ ャワ 中東 部 な ど を除 く),マ レ ー シア,フ

ィ リ ピ ン全 域 に ひ ろ く分 布 して い る。 床 高 は 多 様 だ が,地 上 よ り1.5～2.Om程 度 の

もの が 多 い 。 海岸,河 岸,湖 岸(ト ン レサ ップ 湖 畔 な ど)で は 水 中に杭 を 立 て た 水 上

家 屋 が 顕 著 だ が,こ れ も代 上(高 床)家 屋 に 含 む。

 東 南 ア ジア の高 床 家 屋 は,稲 作 を主 とす る平 野 部諸 民 族 に 著 しい が,イ ン ドシナ 半

島北 部 山 地 か ら中 国西 南 部 地 域 にか けて 居住 す る少 数 民 族 に も高 床 家 屋 が か な り分 布

して い る こ とが 明 らか に な った し,最 近 詳 しい 研究 報 告 も 出て い る[周 1986:901-

978;若 林1986;杉 本1987J。 イ ン ドシナ 半 島北 部 山地 民 族,ア ッサ ム 丘 陵 の

ナガ 諸 族,サ バ の キ ナバ ル 山付近 のDusunな ど,山 間 部 の 山 頂 や尾 根 付 近 か ら山 腹

に住 む 山 地 民族 は,家 が斜 面 に 立地 す る関 係 か ら片 高 床(片 側 を斜 面 に もたせ か け る)

の よ うな 形 に な る もの が 多 い。 これ は,家 族 員 の増 加 や それ に と もな う住 居 空 間 の 拡

大(増 室)な ど と も関係 が あ ろ う[岩 田1966:69-81]。 オ セ ア ニ ァ島喚 で は,ニ ュ

ー ギニ ア 海岸 部 や河 岸 沿 い の地 域 に 多 く,ト レス 海 峡諸 島,ソ ロモ ン諸 島,ビ ス マ ー

ク諸 島の 一 部 な ど メ ラネ シア の 島 々に 分布 して い る。 高床 家屋 は,ミ ク ロネ シア,ポ

リネ シァに も分 布 す るが,集 会 所,倉 庫 な ど付 属 建 物 の 場合 が多 い 。熱 帯 洋 風 住 宅 は

高 床 形 式 を と る もの が 多 く,急 速 に 普及 して い るが,こ れ が各 地 の 伝統 的 住 居 に 影 響

を与 え て い る。

 平 土 間 家屋(2108)(地 面 と 同 じ高 さの 床 を もつ 家,地 面 に 直 接 家 を建 て る。 地 床

式 ともい う)は,中 国各 地 と イ ン ドシナ北 部 山地,Vietnameseの 居 住 地 域 と,各 地
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の 中 国人(華 僑)の 住 居 に著 しい。 その 他,ジ ャワ 中部 以 東
,モ ル ッカ諸 島 の ブル 島,

セ ラム島,ハ ルマ ヘ ラ島 の0部(Galela)[石 毛 1978:183-192]
,バ リ島,ロ ンボ

ク島,フ ロー レス 島,チ モ ール 島の 一 部 な ど小 ス ンダ 列 島の 島 々,ト レス海 峡 諸 島,

ニ ュ ーギ ニ ァ 山地 部 な どに 分 布 して い る。 現在 の 中 国人(漢 族)の 居 住 様 式 は 平土 間

式 で あ る。Vietnameseの 民 家 は低 い土 台 の上 に建 て られ るが,こ れ は 中国 文 化 の影

響 とみ られ,ト ンキ ンか ら海 岸 に沿 つて メ コ ン ・デル タ に 拡 が つて い る。 イ ン ドシナ

半 島 北 部 山地 民 族 の平 土 間 住 居 も中国 文 化 の影 響を う けて い る。 ジ ャワの 場 合 は,イ

ン ド文 化(ヒ ンズ ー文 化)と の 関連 が 考 え られ る。 ア ッサ ム地 方 の ナガ 諸族 に も平 土

間 家 屋 が み られ るが,平 土 聞 を主 とす るイ ン ドの 住 居 様 式 の 影 響で あ ろ う。 小 ス ンダ

列 島 の 場合,高 床 式 か らの変 化型 とみ られ る もの もあ る が,と くにバ リ島,ロ ンボ ク

島 の 場 合,イ ン ド文 化 の 影響 が考 え られ る。 盛 土 また は 石 壇 の 上 に家 を 建 て る形 式 は,

ポ リネ シァで はパ エパ エ と よぶ。 ミク ロネ シアで は ヤ ップ,パ ラオ,カ ロ リン諸 島 西

部 か らポ ナ ペ,コ シ ャエ な ど カ ロ リン諸 島東 部 に か けて 分 布 して い る。 李亦 園 は,石

壇 基礎 を伴 う家 屋 が 台湾,フ ィ リピ ン(ル ソ ン島),ミ ク ロ ネ シア,ポ リネ シアに ひ

ろが る分 布 状 態 ゆ ら,こ れ を非 イ ン ドネ シア的 な文 化 の流 れ と考 え て い る[李 亦 園

1957:117-144]が,一 方,東 南 ア ジア か らの 巨石 文 化(ド ン ソ ン文 化)の 伝播 と考

え る説 もあ る。

 高床 家 屋 は,レ ーマ ン(Lehmann, J.)[LEHMANN 1904]に よ って世 界 の 分布 が

調 べ られ て い る。 しか し,調 査時 期 が 古 く(1904年 以 前),自 らの フ ィー ル ドワー ク

に 基 づ く資 料 で は な い。 しか し巨視 的 に は19世 紀 の 状況 を 知 る資 料 と して重 要 で あ る。

高 床倉 な どを ふ くめ る と,代 上(高 床)家 屋 は シベ リア諸 族,ア フ リカ,南 米,ヨ ー

ロ ッパ に も み られ るが,数 量 的 には 東南 ア ジ アや オ セ ア ニ ア 島嗅 の 一 部 に多 く,東 ア

ジア の 日本(半 高 床式)が 入 る。 この 中で 最 も重要 な高 床 家屋 の分 布 地域 は,東 南 ア

ジァ の平 野 部 で あ り,高 床 家 屋(主 屋)と 高 床 穀 倉(1319)(米 倉)が セ ッ トに な っ

て い る事 例 も多 い。

 東 南 ア ジ アか らメ ラネ シアの 島 々 の一 部 に か け て の 高床 家 屋 の 伝 播 は,ハ イ ネﾘゲ

ル デル ン(Heine-Geldern, R.)に よれ ば,い わ ゆ るオ ー ス トロネ シア諸 族 に よ って

もた ら され た と推 察 して い る[HEINE-G肌DERN l923]。 ポ リネ ア シア や ミク ロネ

シア に分 布 す る石 壇 の 上 に家 を 建 て る傾 向 は,家 屋 を地 面 や水 面 か ら高 くさせ る一 つ

の 表 われ とみ るな らば,こ れ らもオ ー ス トロ ネ シア系 の文 化 の流 れ の 一環 と して 考 え

る こ とが で き るか も しれ ない 。
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3一 平面型(方 形 プ ランと円形 ・楕 円形 プ ラン)

住 居 の 平面 型 で は 方形,矩 形 が大 部 分を 占 め る。 円形,楕 円 形 プ ラ ン(2110)の 住 居

は,僅 少 だ が,東 南 ア ジアで は,ア ンダ マ ン,ニ コバ ル,ニ ア ス,エ ンガ ノ,フ ロー

レス,ス ンバ,チ モ ール な ど縁 辺部 に分 布 し,ト レス海 峡諸 島(現 在 消 滅)へ 連 な る

[杉本 1982:1-57]。 メ ラネ シアで は,ニ ュ ー ギ ニア 高 地 に 円 形,楕 円形 プ ラ ンが

分布 し,ニ ュ ー ア イル ラ ン ド,サ ンタ クル ー ズ,ニ ュ ー カ レ ドニ ア とそ の属 島,フ

ィジ ー東 部 の ラ ウ諸 島 な ど,メ ラネ シア と ポ リネ シアの 境 界 付 近 の 島 々 に散在 して い

る。 ポ リネ シアで は,サ モ ア,ト ンガ,フ ツ ナ,ウ ヴ ェア な ど に分 布 が濃 厚 で あ る。

タ ヒチ に も伝 統 的住 居 に 円形 平 面 の もの があ った 。戦 後 の 考 古 学 的調 査 の 結 果,マ ー

ケ サ スの 最 古 の住 居 趾 や ソ ロモ ン諸 島の住 居 趾 も楕 円形 の もの が 確 認 され て お り[近

森 1984:256-272],過 去 に ひ ろ く分布 して いた こ とが 明 らか に な りつ つ あ る。 ミク

ロ ネ シ ァで は,中 央 カ ロ リン諸 島や 東 カ ロ リンか らマ ー シ ャル 諸 島 に か けて
,半 円錐

状 に 妻庇 を付 加 した楕 円形 プ ラ ンの 家屋 が報 告 さ れて い る[浅 川 1980:112-182]。

 伝 播 関係 で は,東 南 ア ジア縁 辺 部 一 ニ ュー ギ ニ アー メ ラネ シア,ポ リネ シア,あ る

い は・ ミク ロネ シアの 円形,楕 円形 プ ラ ンと の関 連 も想 定 され て い る。 また一 方,ポ

リネ シア に多 い 円形,楕 円形 プ ラ ンが ポ リネ シア ン ・ア ウ トライ ア ー を通 じて メ ラネ

シア や ミク ロネ シア(カ ロ リン諸 島)に 伝播 した 可能 性 も 考 え られ る。 円形
,楕 円

形 プ ラ ン との 関 連 は不 明だ が,特 色 あ る平 面 型 と して,六 角 形 プ ラ ン の 住 居 や集 会

所 が ミク ロ ネ シア の ヤ ップ島 を 中心 と した 中 央 カ ロ リン諸 島 に 分布 し て い る[小 林

1978]。 サ ラワ ク西部 のLand Dayakは 円形(高 床)の 儀iネL堂を も って い る し,

台 湾 高 山 族 の う ちTsou, Puyuma,ラ オ ス のBlack Tai,ア ッサ ム の ナガ諸 族

(Konyak Naga, Lhota Naga),雲 南 省 の少 数民 族[雲 南省 設 計 院 雲 南 民 居 編写 組

1986]に も楕 円形 フ。ラ ンが み られ るが,現 在 の 分 布 は 限 られ て い る
。 な お,円 形 プ ラ

ンと楕 円形 プ ラ ンで小 屋 組 が異 な るな どの 事 例 が あ るの で ,別 個 に 検 討 す る必要 もあ

る。

4.付 属 建 物

 炊 事 舎(2111)は,主 屋 とは別 棟 に 建 った もの を さす 。 この 形 式 は東 南 ア ジ ァ に も

散 見 す るが,分 布 の 濃 厚 な地 域 は ミク ロネ シァ全 域 と ポ リネ シア の大 半 の 地域 で あ り,

地 炉(1409)の 分 布 と ほぼ0致 す る。

77



国立民族学博物館研究報告別冊 11号

 産 小 屋(2112),月 経小 屋(2113)な ど は妊 婦 や 月 経 の女 性 を 忌 む 習俗 か ら 日常生 活

の 場 か ら隔 離 した生 活 をす るた め の もの で あ る。

 産 小 屋 は,ミ ク ロネ シア に多 く,ニ ュー ギ ニ ア お よび ソ ロモ ン諸 島 な どメ ラネ シア

に も分 布 して い る 。月 経 小 屋 は,マ リア ナ諸 島を 除 く ミク ロネ シアの 島 々に 著 し く分

布 して い る。 しか し,産 小 屋,月 経 小 屋 な ど は第 二 次大 戦 後,キ リス ト教 の 布 教 な ど

に よ って 急 減 して お り,現 在 ミク ロネ シァで は 中央 カ ロ リン諸 島西 部 の小 離 島 に 僅 か

に 残 存 す るの み で あ る[杉 藤 1982:349-415]。 ニ ューギ ニ ア で は 山間 部 に 僅 か に

み られ る。 東 南 ア ジ アで は事 例 は少 な いが モル ッカ諸 島,セ ラム 島 のWemaleに 事

例 が あ る。

 カ ヌ ー小屋(2114)は ミク ロ ネ シア,ポ リネ シア の 島 々 に分 布 が 集 中 して い る。

 男 の 家(男 子 集 会 所)(2115)は オ セ ア ニ ア 島喚 部 に ひ ろ く分 布 して い る。 と くに ニ

ュ ーギ ニ ァにi著 し く,メ ラネ シアの 島 々 に分 布 して い る。 一 般 に メ ラ ネ シア に 著 しい

が,こ れ は 村 落共 同体 の 強 固 さの 表 れ とみ る こ とが で きよ う。 集 会 所 は ミク ロ ネ シア

に も分 布 して い る 。 と くに西 部 カ ロ リン諸 島 に立 派 な 鞍 形屋 根 の 集 会 所 が あ り,社 会

生 活 上 重 要 な 役割 を 果 た して い る よ うで あ る。 ポ リネ シァ で は ゲ ス トハ ウス 程 度 の

もの が 多 い 。 東 南 ア ジア で は ・イ ン ドシ ナ半 島 山間 部 に散 在 す る ほか,台 湾 高 山 族 の

Ami, Tsou, Puyuma, Paiwan,ア ッサ ムの ナガ 諸族 な どに事 例 が あ る。

 これ ら付 属 建 物 を 生活 機 能 や種 々の 目的 に よ って別 棟 に建 て る傾 向 は,地 域 的 に は

ミク ロ ネ シァ とポ リネ シア に比 較 的 多 くみ られ る。生 活機 能 別 に建 物 を 造 る(分 棟化,

別 棟 化)傾 向 に つ い て は ま とま った 研究 が あ る[岡 1958;TISCHNER l934]。

5. ロ ン グ ハ ウ ス(2117)

 東 南 ア ジア 地 域 で は,中 国 西 南 部雲 南省 シーサ ンパ ンナ のJinuo[田 中 1984:

343-370],ビ ル マ のKachin, Karen,ベ トナ ム南 部 の ア ンナ ン山地 のSedang,南 部

のMa,ベ トナ ム,カ ンボ ジ ア 国境 付 近 のMuong(平 土 間式), Rhade,マ レ ー半 島

北 部 山地 のSenoiに み られ る。 島 喚 部 で は ス マ トラのMinangkabau, Karo Batak

の 慣 習 家屋 が ロ ングハ ウス で あ る。 ボ ル ネ オ に は 分布 が 顕著 で サ ラ ワ ク のLand

Dayak, Iban, Kayan, Kenyahの もの が 建築 上 も大 型 で あ る。 サ バ で は 僅少 だ が

Dusunに み られ る。 カ リマ ンタ ン山 間 部 に も散 在 す るが,数 量 的 に はサ ラ ワ クに 多

い 。

 ニ ュ ーギ ニ ア で は フ ライ川 河 口の キ ワイ 島 を は じめ,ゴ ゴダ ラ地方,セ ピ ッ ク地 方
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の 一 部 や へ0ル フ ィ ン ク湾 岸,イ リア ン東 南 部 に 住 むAsmatに 事 例 が あ る。 ロ ング

ハ ウス は大 半,高 床 式(2107)に な って い る。

 Land DayakやIbanの ロ ングハ ウス に 関 して は,と くに 建築 構 造 上 も居 住 の 面 か

らも特 徴 が あ り,フ リーマ ン(Freeman, J.D.)を は じあ諸 氏 に よ って 研究 が行 なわ

れて い る[FREEMAN l 955:1-21;関 根 1979:54-107;DoMENIG I980;MILEs

l964:45-57;ILoEB and BRoEK 1947:414-425;杉 本 1982:47-57]。
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